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北京の「グリーンオリンピック」

北京市中心部の天安門広場から
約15km北に、オリンピック公園
がある。ここは2008年８月に開催
される「北京オリンピック（第29
回オリンピック競技大会〈2008／
北京〉）」の心臓部で、オリンピッ
ク競技会場の44％が集まる。

2008年１月31日、オリンピック
公園の中の、水上競技の会場とな
る国家水泳センター（愛称「水立
方：ウォーターキューブ」）で、
初めての公開試合が行われた。

水立方は、1437枚の水泡を型取
った水色のフィルムで外壁が覆わ
れた美しい建物で、メインスタジ
アムとなる「鳥の巣」と並ぶ北京
オリンピックの象徴的な競技場で
ある。日光が水立方を照らすと、
青い空と白い雲がその水色の「泡」
を引き立て、まるで一幅の美しい
絵画のようになり、触ってみたい
と思わずにはいられない。

北京は今、この水立方を代表と
するような現代建築が目まぐるし
いスピードで次々と建設され、悠
久の歴史に彩られた文化と建築技
術の最先端の結晶が、桁外れのス

ケールで共存している。これはオ
リンピックの開催が北京市にもた
らした巨大な変化である。「北京
オリンピックは改革開放で発展し
た新しい中国の姿を世界に示す場
だ」と語った胡錦濤国家主席の意
気込みが伝わってくる。

グリーンオリンピックの
実現に取り組む

オリンピック競技大会の主催に
当たっては、一流の競技会場とと
もに一流の周辺環境も整えなけれ
ばならない。北京オリンピックは
環境保護の理念を大々的に提唱し
ているため、2001年７月13日にオ
リンピックの招致に成功した日か
ら、中国は、「グリーンオリンピ
ック」の方針を積極的に掲げ、さ
まざまな準備活動を進めてきた。
グリーンオリンピックの取り組み
は、現段階ですでに大きな成果を
上げているといえる。

グリーン（エコロジー）とは、
「環境保護」「資源保護」「バラン
スを維持する」など持続可能なエ
コロジーという考え方で、中国の

人々に環境保護の概念を根づかせ
ると同時に、開催都市である北京
を「環境に優しく、生態環境を重
視する都市」に変化させたいとい
うねらいがある。このため、北京
市政府は各方面への対策を着実に
実施している。

まず、北京市園林緑化局の副局
長である強健氏は、オリンピック
開催１年前の時点で、北京がオリ
ンピック誘致の際、国際オリンピ
ック委員会（IOC）から求められ
承諾した７つの緑化プロジェクト
を、すべて実現させたとしている。

すなわち、①北京市内全域の樹
木被覆率を50％に近づける、②山
間部の樹木被覆率を70％にする、
③都市部の緑化率を40％以上にす
る、④北京市内全域で３つの緑化
生態保護壁（グリーンベルト）を
整備する、⑤「５つの河川と10の
幹線道路」の両側を２万3000ha
の緑地帯にする、⑥北京市街地区
に１万2000haの緑地隔離帯をつ
くる、⑦北京市内全域の自然保護
区面積が市面積の８％を下回らな
いようにする──である。
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次に、競技場の設計にもエコロ
ジーの理念を導入している。たと
えば水立方は、中国で初めて高機
能フッ素樹脂ETFEフィルムを利
用した体育施設で、世界で面積が
最も広く、最も複雑な機能を持つ
膜で覆われた施設である。この素
材は光・熱を制御しながら意匠性
を高められ、かつ環境への影響も
最低限にとどめることができる。

さらに、大気汚染を抑制するた
めに「奇数偶数ナンバーによる車
両制限のテスト」を実施し、期待
された効果が得られたため、オリ
ンピック開催期間中も同様の車両
制限措置が取られるという。

現在、北京市の自動車数は１日
当たり約1000台のスピードで増加
している。統計によると、1978年
には７万7000台であった北京市の
自動車保有は、1997年には100万
台、2003年の８月には200万台に
達し、2007年５月には300万台を
超えており、北京の交通事情の悪
化は容易に見てとれる。

奇数偶数ナンバーによる車両制
限のテストは、2007年８月17日か
ら20日の４日間行われた。対象は、
オリンピック会場や宿泊施設が集
中する環状４号線内を走行するバ
スとタクシーを除くすべての車両
で、奇数日にはナンバーの末尾が
奇数の車、偶数日には偶数の車を

通行可能とし、違反者には罰金
100元（約1500円）が科せられた。

この４日間のテスト結果による
と、主要道路の交通量は通常より
３割（約130万台前後）減、幹線
道路の交差点でも渋滞は見られ
ず、汚染物質も確実に減少した。

オリンピック期間中は、この奇
数偶数ナンバーによる車両制限措
置のほか、長安街、環状２号線、
環状３号線、環状４号線、環状５
号線、空港高速道路におけるオリ
ンピックレーンの開設、オリンピ
ック会場およびその周囲200mへ
の出入規制、地下鉄の乗車規制、
なども実施されるとのことである。

同時に、市民の外出にできるだ
け影響が出ないよう、バスの増便
が検討されている。特に地下鉄の
通っていない場所やオリンピック
関係地区には臨時バスを走らせ、
運行時間も延長される予定となっ
ている。

そのほか、北京市の自動車用ガ
ソリンの排ガス基準の新規適用、
北京市内に工場を持つ中国鉄鋼大
手の首鋼集団の一部生産停止な
ど、さまざまな対応措置を行って
いる。

空気がきれいな日が続く見込み
北京市環境保護局の統計による

と、2007年は１年を通して245日

間が空気のきれいな日であった。
また2008年１月は、市街区の空気
の質が２級レベル以上をクリアし
た日は22日と、月のうちの71％で、
同月の空気の質基準達成日数は、
2000年以来最多を記録した。北京
の空気の質は９年連続で改善され
てきている。

空気の目標値達成状況をもと
に、オリンピック期間中は交通規
制措置をとり、一部の土木作業や
石材加工作業、コンクリート撹拌
作業などを一時的に停止すること
となっている。こうした試みによ
り、2008年８月のオリンピック開
催中、空気の質は連日２級レベル
が保たれる見込みである。

北京でオリンピック観戦を
北京オリンピックを契機に中国

の国際的イメージと国際的地位を
引き上げるため、今、中国の国民
は力を合わせてラストスパートを
かけている。皆、このオリンピッ
クが成功するよう期待している。
北京オリンピックは日本の方々に
北京を見ていただく良い機会と考
えており、私たちはぜひ皆様に、
オリンピック観戦に来ていただき
たいと思っている。

任  愛軍（レン・アイジュン）
NRI北京総務部課長
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